
環境対策委員会

新型コロナウイルス感染症予防にご協力をお願いします！！
昨年来、新型コロナウイルス感染症が全国的に猛威を振るっております。
静岡市内でも、感染力の強いデルタ株への置き換わりにより、今までとはけた違いの感染拡大が起こっています。
冬は、室内の換気が滞りがちとなるなど、新型コロナウイルス感染症が流行しやすい環境となります。このため、マスクの着用、
手洗い、「密」の回避など、感染対策の更なる徹底が必要です。
わたしの、あなたの、みんなの「いのち」を守るため、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

静岡市新型コロナウイルスなんでも相談ダイヤル
0570-08-0567（毎日9：00～20：00）
※この電話は「ナビダイヤル」を利用しており、20秒ごとに10円の通話料がかかります。

電話番号をご確認の上、おかけ間違いのないようにご注意ください。

新型コロナウイルス感染症は、飛沫感染や接触感染によって感染し、３つの密「密閉、密集、密接」の環境下で感染リスクが高まること
がわかっています。感染は、主にクラスターを介して拡大しやすく、クラスターの連鎖を抑えることが重要と言われており、特に感染リスクが
高い行動や場面について、国の新型コロナウイルス感染症対策分科会にて、具体的に「５つの場面」として提言がまとめられています。
これら５つの感染リスクが高まる場面が、日常生活の中に潜んでいないか、ご確認ください。

　感染症予防対策は、日常生活における一人ひとりの取り
組みが欠かせません。また、強い感染力を有する変異株に
も、基本的な感染予防対策が有効です。「マスクの着用」
「手洗い・手指消毒」、「密の回避」など、誰にでもできる身近
な感染予防対策を心がけるようお願いします。

ワクチン接種は、感染症の発症を
予防し、接種された方の重症化リス
クを軽減するとともに、感染症のまん
延・拡大防止効果が期待されます。
このため、静岡市では、多くの医療機
関の皆さまのご協力のもと、ワクチン
接種を希望される方への１日でも早い接種完了に向け、取り
組みを進めております。接種を希望される未接種の方につき
ましては、ぜひお手続きをお早めにおとりいただき、接種を受け
ていただきますようお願いいたします。

委員長 ： 三重野 隆志

　放課後の子どもの居場所としては放課後児童クラブ、放課後子ども教室※1などがあり、高
齢者の居場所としてはS型デイサービス※2などがありますが、それらに対して地域がどのように
関わり、サポートできるかなどを中心に協議、検討を行いました。 

※１ 全ての小学生を対象に、放課後校
庭や教室を開放し、地域住民の協力に
よってスポーツや文化活動などを行う。

※２ 在宅の高齢者を対象に、地域の公民館や自治会館な
どで、住民ボランティアが運営を担う地域の手作りサロン。
健康体操やレクリエーション、会食などを一緒に楽しむ。

　「より身近に高齢者の集える居場所を提供するため、S型デイ
サービスの会場を1か所増やすよう進めている。」
　「コロナ禍で人との接触も制限される中、地元の高齢者に対
し、ボランティアが誕生日などに花を持って訪問し、健康状態の
確認を行った事例がある。」

　「静岡型小中一貫教育に向けて学校と地域が協議を行っている
が、今後も地域と学校が一緒になって学校運営をしていくことになると
思う。やはり地域が地域の子どもたちをしっかり育てていかなければな
らないと思うので、学校との協議の場で自治会として活発に発言してい
くことが必要である。また、地域にはいろいろな人材がいるので、放課
後子ども教室などのスタッフとして学校の中に積極的に入っていくこと
も大切だと思う。」
　「S型デイサービスの会場は住んでいる場所から近いところ、例えば
単位自治会が中心となって地元の公民館等で行えば、足の不自由な
高齢者も参加する機会が増えると思う。そのため、各単位自治会が
自ら場所や人材の確保に取り組んでいくことが必要であると思う。」

委員長 ： 三津山 清

ごみの出し方・分別ガイドブック
保存版 第2版となりました！！
ご家庭で大切に保管してください。

　ごみに関する様々な問題は、日常生活を送るにあたり欠かすことのできないテーマで
す。そのため、ごみの出し方のルールの徹底やごみの減量などを中心に協議、検討を行
い、また、西ケ谷清掃工場を見学し、ごみ処理の現状などについて学びました。

　「ごみのポイ捨てや不法投棄を防ぐため、ごみの集積所に
“防犯カメラあり”という看板と防犯カメラを設置したところ、ポイ
捨てがほとんどなくなるという効果があった。」
　「ごみ集積場に月２回古紙回収のコンテナを置いていたが、地域
で使っていない土地を借りて古紙回収の場所を増やし、コンテナに
古紙が貯まり次第業者に取りに来てもらうという取組を行った。」

　「古紙の値段は上下するため、例えば、古紙の市場価格が下がった
ら市から出ている助成金を上げるというように、古紙回収に対するやる
気を起こさせる方策を取らないと焼却するごみが増えてしまうと思う。」
　「市が配布しているごみの出し方の冊子を読んでいない家庭が多
いため、ごみの分別、生ごみやスプレー缶の出し方など基本的なルー
ルが守られていない。ごみは生活する上でなくすことのできない問題で
あるため、ごみ出しのルールをもう一度読んで、お互いマナーを守り、注
意することが大切だと思う。」
　「清掃工場の見学では、ごみを高温で溶かし、スラグとして資源化
（コンクリートに加える骨材など）していることなど知ることができた。ぜ
ひ、自治会単位で見学されたら良いと思う。」

放課後子ども教室（体験活動） 

福祉対策委員会

放課後子ども教室（図書室開放）

放課後子ども教室（体験活動） S型デイサービス（体操）

清掃工場見学

　放課後の子どもの居場所としては放課後児童クラブ、放課後子ども教室※1などがあり、高
齢者の居場所としてはS型デイサービス※2などがありますが、それらに対して地域がどのように

テーマ「放課後の子どもの居場所について」「高齢者の居場所について」

　ごみに関する様々な問題は、日常生活を送るにあたり欠かすことのできないテーマで
す。そのため、ごみの出し方のルールの徹底やごみの減量などを中心に協議、検討を行

テーマ「ごみ問題ついて」

（出典：内閣府HP）

（出典：内閣府HP）

感染リスクが高まる「５つの場面」

ワクチン接種へのご理解をお願いします 変異株に対応するための感染予防対策

相談受付窓口 新型コロナワクチンコールセンター
0120-113-394（毎日8：30～20：30）

接種予約に関する
お問い合わせ

感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等 場面② 大人数や長時間におよぶ飲食

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活 場面⑤ 居場所の切り替わり

●飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注
意力が低下する。また、聴覚が鈍麻し、
大きな声になりやすい。

●特に敷居などで区切られている狭い空間
に、長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが高まる。

●また、回し飲みや箸などの共用が感染のリスクを高める。

●マスクなしに近距離で会話をすること
で、飛沫感染やマイクロ飛沫感染での感
染リスクが高まる。

●マスクなしでの感染例としては、昼カラオ
ケなどでの事例が確認されている。

●車やバスで移動する際の車中でも注意が
必要。

●狭い空間での共同生活は、長時間にわた
り閉鎖空間が共有されるため、感染リス
クが高まる。

●寮の部屋やトイレなどの共用部分での感
染が疑われる事例が報告されている。

●仕事での休憩時間に入った時など、居場
所が切り替わると、気の緩みや環境の変
化により、感染リスクが高まることがあ
る。

●休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑わ
れる事例が確認されている。

●長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、
深夜のはしご酒では、短時間の食事に比
べて、感染リスクが高まる。

●大人数、例えば５人以上の飲食では、
大声になり飛沫が飛びやすくなるた
め、感染リスクが高まる。

取組事例（参考） 主な意見

　「ごみのポイ捨てや不法投棄を防ぐため、ごみの集積所に

取組事例（参考）

　「古紙の値段は上下するため、例えば、古紙の市場価格が下がった

主な意見

正しく使おう

マスク！
会話時は必ず着用！

こまめにしよう

手洗い・
手指消毒！

目指そうゼロ密！

密接・密集・密閉

一つの密でも
避けましょう！

発行／静岡市自治会連合会　編集／広報編集委員会
2021年（令和3年）11月1日発行／発行部数  262,500部

しずおか自治連だよりに関する
ご意見・ご感想をお寄せ下さい

連絡先：静岡市葵区追手町5番1号　TEL・FAX：054-221-1568
ホームページ：http://www.shizuoka-jichikai.net/

＊過去の「しずおか自治連だより」は静岡市自治会連合会のホームページでご覧になれます！！

新型コロナウイルス感染症予防にご協力をお願いします！！新型コロナウイルス感染症予防にご協力をお願いします！！
令和3年4月1日現在推計人口684,622人 自治会・町内会数955会
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教育対策委員会

生活安全対策委員会
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静岡市
自治会連合会 
役員紹介

令
和
三
年
度

　静岡市自治会連合会は葵区38学（地）区、駿河区19学（地）区の自治会連合会と清水区21地区の連合自治会の計78学（地）区
で構成されており、自治会等の円滑な運営を促進・支援し、住民皆様の福祉の向上や住民生活の安全確保などを図るため、様々な
活動を行っております。

静岡市自治会連合会の活動紹介

自治活動を円滑に進めるため、また、行政等との協議・調整を図り
住民の声を反映させるため、各種会議を開催しています。

次のような活動も行っています。

　市政に対する住民の声を届けるた
め、市長に対する要望を行っています。
令和2年度は「野生鳥獣被害対策」に
ついて、侵入防護柵等に対する助成
の拡充等を要望しました。また、令和3
年度は「新型コロナウイルスワクチン接
種」について、高齢者へのワクチン接
種を円滑に確実に実施するよう要望
しました。

　令和2年度には、本市居住の外国人
の方に、“誰でも安心して暮らせる住み
良い地域づくり”へ参加してもらうため、
7言語による「自治会・町内会加入の
しおり」を作成し、転入時に配付して
います。
〈掲載言語〉やさしい日本語、英語、
中国語、ポルトガル語、スペイン語、
ベトナム語、ネパール語

　地域での自治会活動に役立ててい
ただくために研修会を開催していま
す。令和2年度は“陸上自衛隊板妻駐
屯地第34普通科連隊”を講師として招
き、「新型コロナウイルス対応について」
と題して、クルーズ船での対応や集団
生活での注意点など自衛隊としての経
験を通して講演していただきました。

外国人向け「自治会・町内会
加入のしおり」の作成

78学（地）区の代表者（理事）が出席のもと、年1回会議を開催
し、決算及び予算、事業計画などを審議しています。また、各種
専門委員会での取組みの報告もあり、地域の自治会活動に
役立てています。

各区代表の常任理事が出席のもと、月１回会議を開催し、各種
事業の計画・運営、行政機関等との調整などを行っています。

市自治会連合会では５つの専門委員会（広報編集・生活安全・
教育・福祉・環境）を設置し、それぞれ今課題となっているテー
マに基づき、研究、協議を行っています。なお、3・4面で令和2年
度活動報告を掲載しています。

総会の様子

専門委員会の様子

市長への要望研修会の様子 加入のしおり

令和2年度各専門委員会の活動報告

委員長 ： 田宮 一彦

　コロナ禍の中、災害発生時における新型コロナウイルス対策を踏まえた新たな避難所
運営や密を避けるための避難所スペースの問題など避難所の運営を中心に協議、検討
を行いました。

　「発熱などの体調不良者を学校と協議して決めた別の部屋
へ誘導する動線の訓練や簡易な防災服の着用により体調不
良者を識別するなど新型コロナ対策を取り入れた訓練計画を
立てた。」
　「地元中学生に対し、防災全体の話や地区における防災訓
練の話をする機会を設けた。それにより学校との連携、コミュニ
ケーションもしっかりと取れて有意義であった。」
　「防災の組織作りとして、自主防災会で避難所運営委員会
を作り、ボランティア
を公募し避難所運
営ができるよう進め
ている。また、看護
師の経験者につい
ても公募し、組織
化を行っている。」

　「新型コロナ対策として密を避けるためには現状の避難所スペース
では足りないと思う。そのため地元企業などに協力を呼びかけ、保有
する施設を一時的に避難所として利用させてもらうとか、地元の公民
館を利用できるようにするなど進めなくてはいけない。やはり、地域を動
かすためには、地域の自治会が中心になって協力要請をしていかなけ
ればいけないと思う。」
　「人材の活用としては、地元の中学生など若い力の活用が重要で
あると思う。そのため学校と連携し、訓練への参加や災害時における
若手の具体的な活用方法の検討が必要とされる。また、専門知識を
持った防災士や看護師をう
まく地域の中に取り込むこと
や避難所運営では男性に
はできないことも多くあるの
で、女性のリーダーを育てる
取組も必要であると思う。」

　コロナ禍の中、災害発生時における新型コロナウイルス対策を踏まえた新たな避難所

テーマ「防災対策 ～避難所の運営について～」

テーマ「地域が学校に協力（支援）できることについて」

委員長 ： 柴 長昌

　静岡型小中一貫教育やコミュニティスクールなどの取組が進んでいる中、地域と家庭
と学校の三つの輪が一緒になって地域の子どもを育てることや地域の課題を学校と共
有することは非常に大切なことです。そのため、地域が学校に対してどのように協力、手
助けができるかなどを中心に協議、検討を行いました。

　「地域の皆さん、特にシ
ニアクラブの方に協力を呼
びかけ、子どもが下校する
時間帯に合わせて散歩し
ていただいたり、家の前に
立っていただいたりするなど下校時の見守りを行っている。」
　「自治会の行事や活動に学校も関わっていただき、例えばS
型デイサービス、敬老会や地区祭りなどに子どもたちが参加す
るよう取り組んでいる。最近は子どもたちから、こういうことをやり
たいなどの意見が積極的に出るようになった。」
　「地元中学生に対し、自治会に何を求めるかなどアンケートを
取った結果では、地震の模擬体験や非常食の調理など防災に
ついての声が多かったため、学校と大掛かりな訓練の実施を
進めていく。」

　「令和４年度から市内一斉に静岡型小中一貫教育がスタートする
が、９年間を通して子どもたちが確実にそれぞれの学校教育目標に向
けて頑張っていける体制づくりが大切だと思う。そのためには自治会が
どのように学校と協力してやっていくのかを学校と一緒になって考えな

ければならない。今後
も、学校から地域に対し
協力をお願いされること
が多くあると思うが、自
治会としても学校を含
めこういう地域にしてい
きたいという思いを持っ
て、ぜひ協力していた
だきたい。」

防災訓練（受付の様子）

防災訓練（段ボールベット）

学校運営協議会（学校と地域が協議する場）

学校応援団（水引工芸）

学校応援団（下校時の付き添い）

防災訓練（間仕切り）

総   会
取組事例（参考） 主な意見

「地域の皆さん、特にシ

取組事例（参考）

　「令和４年度から市内一斉に静岡型小中一貫教育がスタートする

主な意見

常任理事会

専門委員会

皆様の善意によって集まりました義援金19,088,810円
は被災地へ寄付をさせていただきました。皆様の温か
いご支援、ご協力に感謝申し上げます。

〈内 訳〉
【葵　区】6,356,495円

【駿河区】5,190,031円

【清水区】7,542,284円

熱海市伊豆山土砂災害義援金協力のお礼

熱海市長へ目録を贈呈


